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＜連絡事項＞

・２月１８日に、診療課の症例検討会が行われます。

・２月１７日にＳＳＴの勉強会、２２日に回想法の勉強会が１７：３０から４Ｆユーティリティーにて行われます。各自参加してください。

・医事課～家族教室など、病棟の行事で御家族が来院される時は、医事課での対応が必要となりますので、事前に連絡をしてください。

・庄子　まさ子様～明日、退院時療養検討会が行われます。初外来は３月５日で、退院時処方は２週間となっています。

（定期薬変更）

・駒木　学様～レボトミン（50）　2T　1*vds→レボトミン（50）　1T　1*vds

問診時、本人より「眠れている」との訴え聞かれる為減薬となっています。

ニヤツキ見られ、「夜いっぱい眠りすぎると手がしびれる」といった発言

が聞かれたり、「見えていた霊を供養するにはどうすればいい？」と妄想

に左右された発言聞かれています。夜間の睡眠状態、日課への取り組みを

観察し、自分の症状と向き合えるように関わっていきましょう。

（注目患者様）

・中野　三恵子様～表情の冴えなさ見られ、自ら「何もしたくない」「外泊をしても動く気がしない」「抑うつ的だ」と話されています。本人は、一番食欲が落ちている事を気にされていますが、本日の昼食時は全量摂取されています。引き続き、食事摂取量の観察を行い、表情の変化・訴え・気分の落ち込み等を観察していきましょう。

・曽我　正子様～他者への過干渉は見られないものの、落ち着きの無い様子・まとまりのない発言が聞かれています。本日、朝食後薬服薬時に昼食後薬を持って来られる事あり、声掛け要しています。声掛けするも口調の強さや素っ気ない態度が見られています。どうして、そような行動をとるのか理解してあげつつ、自己服薬管理が本人の負担となっていないか、担当スタッフは自己服薬について本人と話し合っていきましょう。又、引き続き服薬時は誤薬のないよう、きちんと確認してから服薬して頂きましょう。

＜入院患者様の情報＞

畑山　和光様（３９）アルコール幻覚症・アルコール依存症　　任意入院

　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医：院長　　ＳＷ：高田　　担当：藤原ＭＮｓ

　初飲は２０歳頃で、毎晩連続飲酒となり３０代頃より飲酒量増加している。平成１４年

頃より食事が摂れなくなり、吐気・手指振戦出現し、痙攣を起こしむつ総合病院へ救急搬

送される。２週間の入院後、半年程で飲酒再開。平成１６年１１月には酒気帯び運転にて

免許取り消しとなり、解雇となる。同時期より気分の落ち込み・不眠出現し、むつ総合病

院精神科受診（１回のみ）。平成１７年１月２０日より出稼ぎに出るが、幻聴・幻覚・妄

想出現し同年２月６日帰郷。以後、症状は消失したが、本人からアルコール依存症の治療

を希望し同年２月１４日当院受診。同日入院となる。

最終飲酒は２月５日で、その後４～５日たってから、手指振戦・発汗等の離脱症状見ら

れていたとの事です。離脱症状に注意し観察していきましょう。

定期薬９日分処方となっており、点滴療法２週間の指示を受けています。又、アルコー

ル依存症治療プログラム導入予定となっていますので、担当スタッフはプログラムの作

成をお願いします。

血圧高値で経過されている為、血圧３検で身体症状の様子観察していきましょう。

※ＳＷより～入院前の状況を聞く為、奥様が面会に来られた際はＳＷへ連絡してください。又、外泊訓練は弟様の自宅で行う予定となっています。

